
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 令和 7年 5月 2日 NO.748 齊藤篤 

―ＴＡＣ information―  

)) 

５月７日より、洛南支店管内の特産品である「春キャ

ベツ」の出荷が始まります。 

今年は、異常気象と降雨量が異常に少ない状況

で、品質への影響が心配されていました。 

生産現場では、近年の異常気象にも対応できるよ

う肥培管理を適正に行うなど、技術対策を万全に行

い、高品質な出来栄えとなっています。 

早朝から収穫された「春キャベツ」は、生産者が南

部集荷場に午前中に持ち込み即日、京阪神の市場に

出荷されます。 

今後、６月下旬まで全農京都府本部を通じて京阪

神の市場へ、３万ケース（１ケース／１０㎏入り）の出

荷を見込んでいます。 

竹の葉を注意して観察してください！ 

２０２４年７月、ＪＡ京都中央管内の京都市西京区から向日市、長岡京市、大山崎町など西山一体の

たけのこ栽培ほ場でヤガ類によるものと思われる被害が、地域差はあるものの発生しました。隣接する

地域でも被害が確認されました。 

２０２４年１０月、農林水産省神戸植物防疫所により、加害した害虫は、来性「シナチクノメイガ」と同

定されました。 

２０２５年１月８日、京都府により、植物防疫法（昭和２５年法律第１ ５１号）第２９条第１項に基づき

都道府県の行う防疫措置として、タケ類（たけのこを収穫 するもの）の「シナチクノメイガ」に対する防除

薬剤として、商品名「エスマルクＤＦ」の使用が可能となっております。（散布方法に課題があります） 

「竹の秋」を迎え、古い葉が落ちてこれから新芽が伸びる時期です。この時期に、シナチクノメイガの幼

虫による葉の食害が発生すると思われます。（※必ず発生するわけではございません） 

皆様、たけのこ畑の様子を注意深く観察し、被害の発生に注意してください。 



 


